
今月の読み物

牛久を訪ねて

合羽橋のカッパ河太郎

　秋晴れの休日、妻と牛久沼に住む親戚のカッパに会いに行ったついでに、
牛久大仏と牛久シャトーを訪ねました。
　初めに大仏、カーナビ上では近づいているのに樹木に覆われてなかなかそ
の雄姿を拝むことが出来ません。すると突然木々の上にひょっこりと頭の部
分が姿を現しました。
　大きい！なんだかワクワクしてきました。つまり私も妻もあまり期待して
いなかったのです。さらに全貌があらわになってくるとあまりの大きさに二
人で感動しました。別添の資料にある通り、高さ100メートル、33階建てのマ
ンションに相当します！鉄骨造り銅板張りのため、数年後には緑青色に輝く
そうです。
　この日（10月 9 日）は足元にコスモスが咲き乱れ、青い空や雲とのコントラ
ストがとてもあでやかなものに感じられました。春は桜、芝桜、ポピー。ラ
イトアップもさぞかし美しいでしょうねえ。
　胎内に入ると、エレベーターで一気に地上80メートルの高さまで駆け上がり、四方の景色を堪能でき
ます。筑波山、街並み、スカイツリーも肉眼で見ることが出来ます。

かっぱ河太郎（おいらの公
式、かっぱ橋道具街HPより）

牛久大仏 牛久大仏パンフレットより引用
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　何故ここに？それは親鸞聖人が後鳥羽上皇の怒りを買い
越後に流された後、常陸の国に入り関東における布教活動
の拠点としていたからだそうです。
　次に訪れたのは牛久シャトー。TV番組で何度か見てい
るうちに行きたくなりました。牛久駅からすぐそばにあり
ます。古き明治の建物ですが凛としたたたずまいで思わず
見とれてしまう美しさです。レンガがレトロで味があり、
国指定重要文化財に指定されているそうです。
　中には大きな発酵樽がいくつもあり、往時の面影を残し
ています。この地を選び開墾し、ブドウの苗を移植し創業
したのが神谷傳兵衛という方で、浅草の神谷バーを開いた
方でした。葡萄酒の古いポスターを見て、何となくそんな
ような気もしていましたが、合羽橋とは目と鼻の距離。母
ちゃん明日飲みに行くべえ！
　昼食は茨城県民ならだれでも知っているという坂東太郎
の石岡総本店。 8畳床の間付きの個室に案内され、庭も見
えて、こりゃ先々週行った高尾にあるうかい鳥山と変わら
ないね！と言ったら妻にガン無視されて、、、、。
　妻は坂東味噌煮込みうどん、私は坂東みそかつ鍋セット
を注文。鍋の底には固形燃料が燃えていて、最後までアツ
アツ。八丁味噌ベースで、味は具材のせいか甘目です。煮
込みうどんの方には半熟卵、ネギ、白菜、ゴボウ、レンコ
ン、そして大きなシイタケが入っていました。
　なんと二人で 3千円。東京では味わえない贅沢な空間と味に大満足です。
　翌日は神谷バーでハチブドー酒をいただいた事は言うまでもありません。
　ひたちなか海浜公園、袋田の滝、筑波山、水戸の偕楽園、鹿島神宮、ガルパンの大洗、TV番組オモ
ウマい店に登場する店が沢山ある茨城県。電車もE531系という珍しい交直両用電車が走っています。茨
城県はなかなか楽しいですよ。

牛久シャトー本館 坂東太郎石岡総本店HPより牛久シャトー神谷傳兵衛記念館

味噌煮込みうどん坂東太郎HPより

浅草神谷バー
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